
応用数値解析演習 Cygwin実行手順マニュアル

応用数値解析演習を行うにあたり、サンプルプログラムのコピー、Cygwin, X-windowの起動、そしてサン

プルプログラムの実行までを簡単に説明する。

1 Cygwinを起動する前の準備

下記の手順で Cygwin用の homeディレクトリを作成し、サンプルプログラムを共有ディスクからコピーし

てくる。

　　（１）共有ディスク　「E:￥」を開く

　　（２）「E:￥ mech ana2007」を開く

　　（３）「start.cmd」をダブルクリックする

バッチスクリプト「start.cmd」を実行（ダブルクリック）すると、 C:￥cygwin￥home￥guestXX￥ が作成

され、その中に ￥samples というフォルダがあり、1D-sample, 2D-sampleというフォルダが入っている。

C:￥cygwin￥home￥guestXX￥samples￥1D-sample

という階層構造になっている。「guestXX」は各マシンにログインしたユーザ名になっている。

2 Cygwinの起動と X-windowの立ち上げ

Windows画面の Cygwinアイコン、もしくは　「すべてのプログラム」→「Cygwin」→

「Cygwin Bash Shell」から Cygwinを起動すると以下のような黒いターミナルが表れる。

この中では、lsや cdといった Unixコマンドを実行することができる。
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サンプルプログラムの多くは X-window上で実行する必要がある。

Cygwinのターミナルで $ startx と打ち込むとターミナル上に数十行にわたるテキストが表

示され、「xterm」という X-windowの (白い)ターミナルが立ち上がる。

xtermで $ xeyes や、 $ xclock といったコマンドを入力すると X-windowのアプリケーションが動作する。

$ xeyes＆ のように各コマンドの後にスペースを開けて「＆」を入力するとコマンドがバックグラウンドで実

行される。

3 サンプルプログラムの実行

サンプルプログラム (program1)を実行する。まず、xtermで

$ cd samples/1D-sample/program1

と打ち込んで「program1」というフォルダに移動する。そこには「makefile」、「program1.c」、「xwin.c」、「xwin.h」

という４つのファイルがあるのが $ ls と打ち込んで確認できる。

　・「makefile」→コンパイル等の情報が書いてある

　・「program1.c」→サンプルコード

　・「xwin.c」→ X-windowにグラフを表示する関数が書いてある

　・「xwin.h」→ xwin.cのヘッダーファイル

$ make と入力することで「run.exe」,「xwin.o」というファイルが生成される。 $ ./run と打って実行する

と（「$ ./run.exe」でもよい）ターミナルに「Press Return Key:」と表示され、Returnキーを押すたびに計算が

進むようになっている。
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Appendix

Unixターミナルコマンド

基本的なターミナルコマンド　 説明

ls ファイルを表示する

pwd 現在いるディレクトリを表示する

cd homeディレクトリに移動する

cd フォルダ名 　 フォルダ名 に移動する

cd ../ １つ下位のフォルダに移動

cd - １つ前の作業フォルダに移動

cp コピー元名 コピー先名 ファイルをコピーする

cp -r コピー元名 コピー先名 フォルダごとコピーする

display 画像ファイル 画像ファイルの表示

animate 連番ファイル 連番画像ファイルのアニメーション表示

convert 元ファイル 変換後のファイル 画像フォーマットの変換

import 出力ファイル名 X-window画面を各種画像ファイルにダンプ

テキストエディタ

プログラムを編集するには viや emacsといったテキストエディタがよく使われる（メモ帳でもよい）。

vi　は高機能なエディタであるが初心者にはとっつきにくいので emacsを紹介する。

　$ emacs program1.c＆

と打ち込むと emacs で　 program1.c 　を開くことができる。編集した内容を保存するには「File」→

「Save(current buffer)」、あるいは　 Control -x　 Control -sとすればよい。
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gnuplot

X-windowで使えるグラフ作成ツールに「gnuplot」がある。xtermで

　　　$ gnuplot

と打つと起動し、

　　　$ q

で終了する。

　　　 gnuplot＞ plot sin(x)

と打ち込むと上図のようなグラフが作成される。

「filename」というファイルに以下の数値がかかれていた場合

　　　　　 1.0　　　 2.5

　　　　　 1.5　　　 3.0

　　　　　 2.0　　　 5.0

　　　 gnuplot＞ plot ”filename” w lp

とすればファイルの数値が下図のようにプロットされる。「w lp」は点を線で結ぶオプションである。

gnuplotの基本的なコマンド　 説明

plot 2次元プロット

splot 3次元プロット

set logscale x x軸方向を対数プロット

set logscale y y軸方向を対数プロット

set grid グリッドを表示

set xlabel ” ラベル名 ” x軸に名前を付ける

set ylabel ” ラベル名 ” y軸に名前を付ける

set xrange[a : b]　 x=aから　 x=b　までを表示

set yrange[a : b]　 y=aから　 y=b　までを表示
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